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小
樽
の
活
性
化
に

「
文
化
資
本」

皆
さ
ん
は、
「
文
化
資
本」

い
う
社
会

学
用
語
を
ご
存
知
で
す
か。

ま
ち
ゃ
人
に

あ
る
文
芸
や
芸
術
に
関
す
る
財
産
で
は、

あ
り
ま
せ
ん。

ほ
ぽ
無
意
識
で
個
人
が
利

用
し、

か
っ、

可
視
化
や
計
量
化
が
困
難

な
「
リ
ソ
ー
ス」

を
指
し
ま
す。

皆
さ
ん

の
よ
う
な
企
業
人
を
例
に
挙
げ
れ
ば、

組

織
内
で
継
承
し
た
慣
習、

そ
の
業
界
の
世

間
話
に
必
要
な
教
養
や
共
通
の
知
人、

ビ

ジ
ネ
ス
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
っ
た
も
の

が
含
ま
れ
ま
す。

こ
れ
ら
の
有
無
に
よ
っ

て、

ビ
ジ
ネ
ス
の
進
捗
状
況
が
異
な
る
こ

と
は、

小
樽
の
経
済
を
牽
引
し
て
い
る
皆

さ
ん
は、

既
に
ご
存
知
か
と
思
い
ま
す。

だ
か
ら
こ
そ、
「
文
化
資
本」

と
し
て
社

会
で
機
能
す
る
の
で
す。
そ
こ
で
今
回
は、

文
化
資
本
の
活
用
を
小
樽
に
お
け
る
経
済

発
展
可
能
性
に
つ
げ
る
こ
と
を
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す。

小
樽
と
い
え
ば、

観
光
で
す。

そ
こ
で

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
商
機
を
検
討
す
る
際、

彼

ら
の
訪
問
先
や
購
買
傾
向
の
分
析
に、

私

た
ち
は
終
始
し
が
ち
で
す。

し
か
し、

文

化
資
本
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
と、

異
な

の
活
用
も
！

る
可
能
性
が
見
え
て
き
ま
す。

例
え
ば、

海
外
の
富
裕
層
か
ら
ア
ッ
パ
ー
ミ
ド
ル
ク

ラ
ス
ま
で
の
方
が
形
成
す
る
ゴ
ル
フ
や
有

名
校
O

B

／
O

G

と
い
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は、

高
い
文
化
資
本
を
持
っ
て
い
ま

す。

な
ぜ
な
ら
仲
間
内
で
の
情
報
交
換
を

通
じ、

彼
ら
の、

価
値
観
や
選
択
の
基
準

が
形
成
さ
れ、

そ
の
中
か
ら
社
会
に
影
響

を
持
っ
た
ト
レ
ン
ド
が
生
ま
れ
や
す
い
か

ら
で
す。

英
国
の
イ
1
ト
ン
校
や
ラ
グ
ビ
ー
校
と

い
っ
た
私
立
中
高
一

貫
校
（
パ
ブ
リ
ッ
ク・

ス
ク
ー
ル）

は
良
い
例
で、

学
友
と
の
交

流
が
生
涯
に
わ
た
り
続
く
ば
か
り
か、

仕

事
か
ら
結
婚
に
至
る
ま
で
多
く
の
縁
を
築

き
ま
す。

そ
の
カ
バ
l
範
囲
は、

英
国
の

大
企
業、

政
治
家、

官
僚
の
隅
々
に
及
び

ま
す。
公
私
に
わ
た
る
付
き
合
い
な
の
で、

家
庭
で
の
子
育
て
や
食
生
活、

旅
行
先
の

選
択
か
ら
仕
事
に
お
け
る
投
資
先
や
取
引

先
の
選
択
に
至
る
ま
で、

こ
の
交
友
関
係

は
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す。

更
に、

そ
の
選

択
は
彼
ら
が
エ
リ
ー
ト
で
あ
る
ゆ
え
に、

英
国
社
会
の
世
論
や
ト
レ
ン
ド
に
も
影
響

す
る
の
で
す。

こ
の
点
に
着
目
し
な
い
手 国
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佐
々
木
香
織

は、

な
い
で
し
ょ
う。

英
国
に
限
ら
ず、

小
樽
を
訪
れ
る
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

の
人
が
形
成
す
る
有
名
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
や

私
立
学
校
出
身
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は、

文

化
資
本
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す。

そ
こ

で、

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
縁
を
付
け
る

の
も
手
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か。

彼
ら
と

の
関
係
性
を
利
用
す
れ
ば、

よ
り
彼
ら
の

ニ
1
ズ
に
適
合
し
た
形
で
の
小
樽
滞
在
の

提
供
が
可
能
と
な
り
ま
す。

す
る
と、

親

子
代
々
で
長
い
ス
パ
ン
で
小
樽
を
利
用
す

る
人
も
で
で
き
ま
す
し、

彼
・

彼
女
ら
の

国
で
小
樽
ブ
ラ
ン
ド
が
周
知
さ
れ
る
よ
う

に
も
な
り
ま
す。

そ
の
結
果、

小
樽
の
価

値
と
需
要
が
上
昇
し、

観
光
都
市
と
し
て

更
な
る
発
展
を
遂
げ
る
可
能
性
が
あ
る
で

し
ょ
う。

文
化
資
本
と
し
て
活
用
が
可
能
な
の

は、

海
外
の
方
に
限
り
ま
せ
ん。

他
所
か

ら
の
人
材
が、

文
化
資
本
と
し
て
機
能
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す。

中
央
官
庁
の
役
人

を
ヘ
ッ
ド
ハ
ン
ト
す
る
こ
と
を
例
に
挙
げ

て
み
ま
し
ょ
う。

元
官
僚
の
多
く
は、

社

会
を
動
か
す
有
力
者
た
ち
の
不
文
律
の
慣

行
や
習
慣
や
人
間
模
様
｜
官
庁
か
ら
政
界

や
経
済
界
に
至
る
人
間
関
係
と
動
向、

各

行
政
機
関
の
内
部
事
情、

業
界
の
重
要
人

物
や
専
門
家
な
ど
ー
を
熟
知
し
て
い
ま

す。

こ
う
い
っ
た
「
文
化
資
本」

は、

ビ

ジ
ネ
ス
に
利
用
で
き
ま
す。

な
ぜ
な
ら、

小
樽
が
抱
え
て
い
る
事
案
（
例
え
ば
除

雪、

港
湾
や
道
路
整
備、

貨
物
船
や
フ
ェ

リ
ー
の
誘
致
な
ど）

を
進
め
る
際、

い
つ

何
処
で
誰
に
何
を
す
れ
ば、

よ
り
効
果
的

で
建
設
的
に
物
事
が
進
む
か
を、

彼
・

彼

女
ら
は
皮
膚
感
覚
で
理
解
し
て
い
る
か
ら

で
す。

し
か
も、

元
官
僚
と
も
な
れ
ば、

相
談
し
た
り
交
渉
し
た
り
す
る
相
手
と
既

に
縁
が
あ
っ
た
り、

事
前
に
他
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
か
ら
の
情
報
が
あ
っ
た
り
す
る
の

で、

話
が
進
む
の
も
早
く
な
り
ま
す。

こ

の
よ
う
な
利
便
性
が
あ
る
の
で、

官
僚
に

限
ら
ず
他
の
組
織
と
の
人
材
交
流
や
ヘ
ッ

ド
ハ
ン
ト
も
悪
く
な
い
と
思
わ
れ
ま
す。

個
人
が
無
意
識
の
う
ち
に
利
用
す
る
「
文

化
資
本」

を、
小
樽
の
企
業
人
が
活
用
す
る。

こ
う
い
う
視
点
か
ら、

小
樽
の
経
済
活
性

化
を
考
え
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か。




